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研究成果の概要（和文）：　本研究の目的は、ジョン・デューイの反省的美的探究理論の特徴を解明することに
よって、その理論に基づいて実践されたシカゴ大学附属実験室学校での実践を分析し、そこから得られる提案に
基づいて、現在の教育改革や学校改革に与えることができる教育的な示唆を検討することである。そのため、第
一に、デューイの「反省的美的」探究理論の想像的・協働的・美的な特徴を考察することにより、実験室学校に
おけるカリキュラムや実践活動の分析を行なった。第二に、反省的探究のプロセスで展開される想像力、協働
性、美的完結性によって育成される汎用性や転移可能性の特徴を分析して、現在進められている教育改革への示
唆を検討した。

研究成果の概要（英文）：   The aim of this research project is to examine the significance of the 
curriculum and teaching developed by the Laboratory School of the University of Chicago with special
 reference to John Dewey’s theory of reflective and esthetic inquiry. Various findings acquired 
through this research will be utilized as the suggestions for the present educational reform in our 
country. 
   The research results are in the following. First, the discussion of the basic features of Dewey’
s theory of reflective and esthetic inquiry was published in research articles of the Journal of 
John Dewey Society of Japan. Second, the analysis of the generic and transferable knowledge and 
skills and its relevance to the present school education reform was published in research reports of
 the Philosophy of Education Society of Japan. 
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１．研究開始当初の背景 
 アメリカにおけるデューイの反省的思考

や美的経験についての最近の研究成果はさ

まざまな著書として出版されているが、米国

における研究成果を踏まえて、わが国でも反

省的思考や美的経験の新たな解釈が追求さ

れるべきであり、さらに教育改革や学校教育

への示唆を提案すべきである。 

 また、デューイが指導したシカゴ大学附属

「実験室学校」に関する研究については、近

年にいたるまで日米両国の研究者が取組ん

できたが、実験室学校を支えた教育理念・カ

リキュラム・実践活動を解明することにより、

現在のわが国の学校教育改革への示唆を得

ることができる。 

 デューイの反省的思考についてのこれま

での研究成果については、問題解決学習との

関連で研究されてきたものが多いが、現在の

教育改革で提案されているアクティブ・ラー

ニング、主体的な学習、対話的な学習、深い

学習との関連で、これまでの研究成果を再検

討したうえで、新たな時代の研究課題を見い

だす必要性がある。 
 
２．研究の目的 
 本研究の目的は、アメリカの教育学者ジョ

ン・デューイが 19 世紀末から 20 世紀初期に

取り組んだシカゴ大学附属実験室学校での

教育実践記録を分析することにより、彼が 20

世紀中頃にかけて構築した「反省的美的探究

教育理論」の特徴を解明することである。そ

のさい、この教育理論の源泉が実験室学校で

の教育実践にあることを究明して、その展開

過程と構造を検討することをめざす。 

 本研究は、デューイの「反省的美的探究教

育パラダイム」を検討することにより、学校

教育における想像力や共感的協働性の育成

をめざす 21 世紀型「想像的協働的探究」教

育理論の構築をめざす。 
 
３．研究の方法 
3 年間の研究期間をつうじて、20 世紀初期

におけるシカゴ大学附属実験室学校での教

育実践の考察に基づいて、デューイが 1930

年代になって展開した「反省的経験と美的経

験」の理論的統合の解明に取り組むとともに、

21 世紀の教育改革への示唆を追求した。この

研究のために、以下のような研究方法を採用

した。 

 第一に、デューイの「反省的美的探究教育

理論」には、観察・推断・推論とともに感性

的思考・質的思考・情熱的知性が組み込まれ

ていることを理論的に究明する。 

 第二に、20世紀初期に、デューイが校長と

して指導したシカゴ大学附属実験室学校、い

わゆる「デューイ・スクール」での教育実践

とはどのようなものであったのかについて、

実践記録・書簡集などを実証的に分析する。 

 第三に、現在のわが国の教育改革で提案さ

れている「汎用力・転移力」の教育を中心と

した学習-教授パラダイムの特徴と課題を考

察することによって、デューイが展開した

「反省的美的探究教育パラダイム」との比較

考察をする。 
 
４．研究成果 

3 年間の研究期間をつうじて、20世紀初期

におけるシカゴ大学附属実験室学校での教

育実践の考察に基づいて、デューイが 1930

年代になって展開した「反省的経験と美的経

験」の理論的統合の解明に取り組むとともに、

21 世紀の教育改革への示唆を追求した。 

その成果として、日本デューイ学会におい

てはデューイの反省的経験や美的経験に関

する研究発表を行ない、論文が採択された。

また、教育哲学会においては汎用力や転移可

能な知識との関連で大学教育における学士

力の役割などの研究発表を行ない、論文とし

て掲載された。その他に、汎用力・転移力や

20 世紀アメリカ教育におけるデューイの探

究理論の意義についての研究成果が著書の

分担論文として掲載された。 
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